
１．事務事業の種類

２．事務事業の概要

事務事業評価シート 評価年度 令和元年度 対象事業年度 平成30年度

 所属・
 担当者氏名

市民部　危機管理室　生活安全課　生活安全係　中越　竜也
評価責任者
（担当課長）

生活安全課長　河居秀旗

 ① 事務事業の名称 自動車駐車場管理事業（ＪＲ高田駅西側駐車場）  ② 整理番号 04020102-001

 ③ 第４次総合計
     画の施策の体
     系

章 安心・安全の美しいまちづくり

節 安全な市民生活の実現

項 交通安全対策の推進

号 駐輪・駐車対策の推進

 ④ 関連する個別計画 なし  ⑥ 事務の種類 自治事務

 ⑤ 根拠法令・条例等 大和高田市自動車駐車場条例及び同条例施行規則・大和高田市違法駐車等の防止に関する条例

　① 目的
  （何のために）

道路の効用の保持及び道路交通の安全と円滑化を図り、自動車利用者の利便性を向上させるた
め。

　 ② 対象
  （誰・何を対象として）

自動車を利用する者

　 ③ 手段
  （どのようなやり方で）

シルバー人材センター業務を委託し、6：00～24：00の入出場時間帯に２名配置している。自動精
算システムにより駐車券の発行、駐車場料金の自動計算、領収書の発行等入場から出場まで、全
てが機械管理している。収容台数は２６８台で、一時利用と定期利用者（定期利用スペース８５台）
が使用する。

 　④ 成果
  （どのような効果を得ようと
   しているのか）

・迷惑駐車、違法駐車の防止
・文化会館（さざんかホール）の利用者の集客
・地元商店街の活性化
・公共交通機関（ＪＲ）利用者等の利便性の向上

３．投入された年間総事業費及び人件費の推移 ※概算人件費は「人件費計算シート」による (単位：千円,人)

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

 ① 直接事業費 17,207 17,562 17,972 27,933 (予算) 17,856

 ② 概算人件費 (0.18) 1,154 (0.20) 1,272 (0.20) 1,260 (1.21) 7,789

（関与比率） 一般職員 (0.15) 1,069 (0.17) 1,186 (0.17) 1,175 (1.04) 7,363

 （関与比率）嘱託職員 (0.03) 85 (0.03) 86 (0.03) 85 (0.17) 426

 （関与比率）臨時職員 

(当初予算）

 ③ 合　計 (① + ②) 18,361 18,834 19,232 35,722

 ⑤ 一般財源 (③ - ④) 18,361 18,834 19,232 35,722

 ④ 特定財源
(国･県支出金､市債など)



① 日 日 日 日

② 台 台 台 台

① 台 台 台 台

② 台 台 台 台

① 円 円 円 円

②

５．項目別評価

□　人件費の重点化■　予算の重点化 □　事業の縮小 □事業の統合 ■実施内容の変更 □　その他

７．２次評価

４．評価指標

種類 指　　標　　名 指標の算出方法等
実　　績　　値

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

活動
指標

営業日数 366 365 365 365

駐車収容台数 268 268 268 268

成果
指標

年間延べ利用台数（定期
含む）

年間一時利用台数+年間定期
利用台数（年間定期台数÷１
２ヶ月×３６５日） 51,469 54,333 51,902 57,577

一日利用台数（定期含む） 上記÷365日 141.0 148.9 142.2 157.7

効率
指標

利用者１台当たりのコスト
事業費計÷年間延べ利用台
数 356.7 323.2 370.5 620.4

評 価 の 視 点
3段階
評 価

評 価 の 根 拠

　①妥当性
   （目的及び市の関与は妥当ですか）

Ａ

条例に基づき、迷惑駐車、違法駐車を防止するとともに、文化会館
（さざんかホール）利用者の集客や地元商店街の活性化を図り、ま
た、市民の公共交通機関（ＪＲ）利用者等の利便性を向上させるもので
あり、市が行うべき事業である。

引き続き、経費節減を図るため経常経費の見直しは必要である。また、建設補修経費等の予算確保が課
題である。

　②有効性
   （成果は向上していますか、向上して
   いない場合向上のために改善の余地
   はありますか）

Ｂ

迷惑駐車、違法駐車の防止、公共交通機関（ＪＲ）利用者等の利便性
向上に一定の効果をあげているが、当施設は文化会館利用者のため
の駐車場でもあることからも、今後は文化会館イベントの充実を図り集
客力アップにつなげることが必要である。また、商店街の活性化施策
との連携も必要である。

　③効率性
   （コスト･受益者負担は適切ですか、
   不適切な場合改善の余地はありま
　 すか）

Ｂ

単年度収支は黒字で推移しているが、今後、老朽化による建設補修
経費等の計画的な確保が必要となる。平成３０年度に実施した、施設
内照明のＬＥＤ化を行い経常経費の節減や使用料増加を図る必要が
ある。

Ａ 現状のまま継続、Ｂ 見直し（重点化、縮小､統合など）のうえ継続、Ｃ 休止、Ｄ 完了・廃止

判　定 具体的な改善内容・改善計画（「Ｂ 見直しのうえ継続」の場合に限る。）

６．今後の方向性 Ａ 現状のまま継続、Ｂ 見直し（重点化、縮小､統合など）のうえ継続、Ｃ 休止、Ｄ 完了・廃止

判　定 具体的な改善・見直しの内容（「Ｂ 見直しのうえ継続」 の場合に限る。）

Ｂ


